
年間授業計画　様式

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組

教科担当者： （１・２組：大塚　謙一）（３・４組：大塚　謙一）（５組：大塚　謙一）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

素材の特性や制作における様々な技法について
の知識と技術を身につける。

主題を明確に定め、独自の思考に基づき、豊かな表
現力を身につける。

美術Ⅰ（光村図書）

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

【学びに向かう力、人間性等】

細部描写まで根気強く取り組み、形あるものを
生み出す喜びを体感する。

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の性質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

C　作品鑑賞
　全員のジグソーパズル作品の鑑賞

・他作品の主題や構成、制作上の
工夫等を敏感に感じ取り、味わ
う。

B　ジグソーパズル作製
【知識及び技能】
　アクリル絵具の特性を生かした描
画

【思考力、判断力、表現力等】
　パズルの組み上げの状況を見据え
た

【学びに向かう力、人間性等】
　細部まで根気強い取り組み

・凸凹のある画面への着彩法
・細部描写の留意点

○

大田桜台
芸術 美術Ⅰ

・文字と絵画のバランスの良い構
成
・最も自分らしい部分を象徴的に
表し、絵にする。
・自分を客観的に感じとめる。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

20

文字・絵画の構成より、自分の個性や特質
を、効果的に表現できたか。

○ ○ ○ 6

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

2

○ ○

○

様々な作品から、その表現方法や工夫してい
るところなどを感じ取り、自分の作品を見直
すことができたか。

○○

○

○ 32

○ 2

○○

心に残る三景について、その想いまでも画面
内に表し、自らの一時について想いを馳せる
ことができたか。

8

合
計

70

美術Ⅰ芸術

○ ○

F　記憶に残る情景
　入学からの学校生活の中で、最も
記憶に残る情景を三景、ひとつの画
面内に構成する。

２
学
期

D　風景アクリル画
【知識及び技能】
　取捨選択しながらの画面構成と、
正確なトレース技術の向上
　・地塗り、下塗り
　・重ね塗り、描き込み
　・細部描写、仕上げ

【思考力、判断力、表現力等】
　制作に用いる参考写真の選び出し

・主題を明確にしつつ、バランス
を考えた構成をする。
・意図に応じて材料や用具の特性
を生かす（表面の色を踏まえての
下塗り等、固有色を大切にしなが
らの混色）。
・難易度ではなく、最も自分の心
を捉えら写真を選び出す。

○ ○

・三景の区切り方の様々な方法に
ついて、作例を示しながら構成し
てみる。

○ ○
３
学
期

主題を見失うことなく、画面全体のバランス
をよく見た上で、遠・中・近や光線などの構
成をしていけたか。
積極的な姿勢で写真を選び、自分の制作に向
けての指針をしっかり持てたか。
材料の特性を見極めながらの混色や塗り重
ね、並びに繊細な細部描写等を根気よく行え
たか。

○ ○

目的・機能・美しさ等を総合的に考え、か
つ、主題を明確に表現できたか。
※確実に組み上げることが可能なように、細
分化したデザインをする。

○

１
学
期

A 自己PRポスター作製
【知識及び技能】
　文学・描画の技術向上

【思考力、判断力、表現力等】
　自己の内面の表現力向上

【学びに向かう力、人間性等】
　自己表現と見つめる心を養う

E　作品鑑賞
　全員の風景画作品の鑑賞

・他作品の主題や構成、制作上、
工夫した点などを感じ取り、自ら
の作品と比較してみる。

○

様々な作品の表現方法の違いや、工夫の仕方
などを感じ取り、今後の自分の制作への生か
し方を考えることができたか。

○


